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【監修】

一般社団法人 未踏科学技術協会（The Society of Non-Traditional Technology）
材料を中心とした未踏分野の科学・技術及び関連する社会技術の振興を図り、その進歩発展に寄与することを目的とした一般
社団法人。調査研究、各種講演会・研修会・国際会議などを通じて、普及啓蒙活動を展開する。
もとは昭和48年 7月に、内閣総理大臣の認可（科学技術庁（現・文部科学省）主管）を受けて設立された公益法人。設立当初は「未
踏加工技術協会」と称し、放電加工（EDM）、レーザー加工などの高エネルギー密度特殊加工を主な重点テーマとして活動し
ていた。その後、科学・技術の進歩に伴い、広い範囲の先端技術や境界領域にある未踏技術に取り組むようになり、昭和 62 年
9 月に名称を「未踏科学技術協会」と改名、平成 24 年に一般社団法人となって、現在に至る。

【執筆者】

伊坪  徳宏（ITSUBO Norihiro）
東京都市大学（旧 武蔵工業大学）環境学部 教授。工学博士。
専門分野は環境科学、材料学ライフサイクル影響評価。 
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